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n 指定ログイン情報の設定
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概要
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コンプライアンスチェックは、Risk Analyzeを使⽤します。
Risk Analyzeを使⽤できるようにしてください。
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Risk Analyzeの使用
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Salesforceへの接続のためにRisk AnalyzeのSalesforce連携を設定します。
アカウントメニュー > Salesforce連携
接続先を選択し、認証へ進むボタンをクリックします。
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Risk AnalyzeのSalesforce連携の設定
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連携するSalesforceのユーザ名、パスワードを⼊⼒し、ログインボタンをクリックします。
アクセス許可の確認画⾯が表⽰されるので、内容を確認して許可ボタンをクリックします。

4

Risk AnalyzeのSalesforce連携の設定
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Salesforce連携が完了した場合は連携しているユーザが表⽰されます。
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Risk AnalyzeのSalesforce連携の設定
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Risk Analyzeへの接続のためにSalesforceにRisk Analyzeのログイン情報を設定します。
設定 > 指定ログイン情報 > コンプライアンスチェックログイン情報
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指定ログイン情報の設定
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コンプライアンスチェックログイン情報を編集します。
ユーザ名、パスワードにRisk Analyzeのログイン情報を⼊⼒し、保存します。
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指定ログイン情報の設定
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⼿動チェックのためのコンポーネントを設定します。（必要に応じて設定してください。）
⼿動チェックコンポーネントは任意のオブジェクトに対して設定できます。
詳細画⾯ > 設定 > 編集ページ
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手動チェックコンポーネントの設定
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コンポーネント⼀覧からコンプライアンスチェックをドラッグ＆ドロップして任意の位置にコンポー
ネントを配置します。
コンポーネントの設定（次ページ参照）を⾏い保存します。
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手動チェックコンポーネントの設定
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コンポーネントを選択すると設定項⽬が表⽰されますので、コンポーネントに応じた内容を設定して
ください。
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手動チェックコンポーネントの設定
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コンポーネントの設定項⽬

検索種別
必須
⼈物名チェック、会社名チェックの2つから選択してください。
チェック対象が⼈物名の場合は「⼈物名チェック」、会社名の場合は「会社名チェック」を選択して
ください。

表⽰ラベル
コンポーネントにラベルをつけたい場合に使⽤してください。

⼈物名、会社名
必須
チェック対象となる名称の項⽬を選択してください。

⽣年⽉⽇
会社名チェックでは使⽤されません。
⼈物名チェックで⽣年⽉⽇を含める場合は⽣年⽉⽇の項⽬を選択してください。
⼀括チェックをする場合はフィールド設定が必須です。
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手動チェックコンポーネントの設定
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⼀括チェックのためのボタンを設定します。 （必要に応じて設定してください。）
⼀括チェックボタンはリード、個⼈、取引先、取引先責任者のオブジェクトに対して設定できます。
⼀覧画⾯ > 設定 > オブジェクトを編集
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一括チェックボタンの設定
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リストビューを編集します。
Salesforce Classic の検索レイアウト > リストビュー 編集
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一括チェックボタンの設定
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リストビューを編集します。
カスタムボタンで追加したいボタンを追加して保存します。
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一括チェックボタンの設定
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⼀括チェックボタン

⼈物名チェック
リード、個⼈、取引先、取引先責任者で選択可能。
オブジェクトの⼈物名項⽬、⽣年⽉⽇項⽬（存在する場合）を使⽤して⼈物名チェックを⾏う。

会社名チェック
リード、取引先で選択可能。
オブジェクトの会社名項⽬を使⽤して会社名チェックを⾏う。

代表者名チェック
取引先で選択可能。
オブジェクトの代表者名、代表者⽣年⽉⽇項⽬（2つとも追加項⽬）を使⽤して⼈物名チェックを⾏う。
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一括チェックボタンの設定
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コンプライアンスチェックを使⽤するための権限を設定します。
設定 > 権限セット > コンプライアンスチェック

16

権限の設定
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コンプライアンスチェックを使⽤するユーザを指定して権限を割り当てます。
割り当ての管理 > 割り当ての追加
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権限の設定
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個別に細かい権限を付与したい場合は、プロファイルを作成し権限を付与してください。
コンプライアンスチェックの使⽤に必要な設定については名称に「コンプライアンスチェック」が含
まれています。

プロファイルの作成、編集⽅法についてはSalesforceのマニュアルを参照ください。
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権限の設定
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コンプライアンスチェックで使⽤する追加項⽬を設定します。 （必要に応じて設定してください。）
リード、個⼈、取引先、取引先責任者に設定できます。
詳細画⾯ > 設定 > オブジェクトを編集
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追加項目の設定
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変更対象のレイアウトを編集します。
変更対象のレイアウト> 編集
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追加項目の設定
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コンプライアンスチェックで使⽤する項⽬を配置して保存します。
代表者⽒名、代表者⽣年⽉⽇は取引先のみ存在します。
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追加項目の設定
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追加設定項⽬

コンプライアンスチェック除外
除外をチェックしたオブジェクトは⾃動コンプライアンスチェックの対象外となります。
⼿動での実⾏は可能です。

コンプライアンスチェック要注意
コンプライアンスチェックの結果、要注意と判断した場合にチェックするための項⽬です。

コンプライアンスチェック警告アイコン
コンプライアンスチェック要注意にチェックされている場合に警告アイコンが表⽰されます。

代表者⽒名
取引先のみ設定可能
取引先の代表者をコンプライアンスチェックしたい場合に使⽤します。

代表者⽣年⽉⽇
取引先のみ設定可能
取引先の代表者をコンプライアンスチェックしたい場合に使⽤します。
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追加項目の設定
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プロセスビルダーを使⽤することで、コンプライアンスチェックで同⼀名称ありとなった場合に
Chatterで通知することができます。
必要に応じて設定してください。
プロセスビルダーの使⽤⽅法についてはSalesforceのマニュアルを参照ください。

リード、個⼈、取引先、取引先責任者については、レコードが紐づいていますので、対象のオブジェ
クトのデータが参照可能です。

初期設定として⾃動実⾏ごとにインストールユーザに対して更新件数を通知する設定が⼊っています。
インストール時は無効になっていますので、必要であれば有効にしてください。
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Chatterの設定
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設定例）取引先のコンプライアンスチェックで同⼀名称ありとなった場合に取引先所有者に通知する

プロセスを開始するタイミング
レコードが選択されたとき

オブジェクト
コンプライアンスチェック結果

プロセスを開始
レコードを作成または編集したとき
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Chatterの設定
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Chatterの設定
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アクションの実⾏条件
条件を満たしている

条件を設定
項⽬：同⼀名称
演算⼦：次の⽂字列と⼀致
種別：⽂字列
値：同⼀名称あり

項⽬：kycconsulting__AccountId__c
演算⼦：null
種別：Boolean
値：False

条件
すべての条件に⼀致
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Chatterの設定
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Chatterの設定



copyright © 2021 KYCコンサルティング株式会社. All rights reserved.

アクション種別
Chatterに投稿

投稿先
ユーザ
レコードからユーザを選択
取引先 > 所有者ID > ユーザID

メッセージ
差し込み項⽬などを使⽤し、メッセージを作成してください。
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Chatterの設定
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chatterの設定


